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地震だ！隠れよう！

起震車体験の様子



　

10
月
13
日
、
災
害
の
予
防
、
応
急

対
策
等
の
防
災
活
動
が
迅
速
、
的
確

か
つ
総
合
的
に
実
施
で
き
る
よ
う

「
野
辺
地
町
総
合
防
災
訓
練
」
を
初

開
催
し
、
参
加
し
た
約
２
０
０
人
が

防
災
体
制
の
強
化
と
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
東
方
沖
１
０
０
㎞
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
０
、
当
町
は

震
度
６
強
の
地
震
を
観
測
し
、
家
屋

の
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
な

ど
を
想
定
し
ま
し
た
。

　

役
場
で
は
、
職
員
が
災
害
対
策
本

部
の
設
置
・
運
営
訓
練
や
避
難
訓

練
、
消
火
訓
練
を
行
い
災
害
時
に
備

え
ま
し
た
。
中
谷
町
長
は
「
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
が
最
大
の

責
務
。
実
際
の
災
害
に
生
か
せ
る
よ

う
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
で
は
、
参
加

者
が
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
や
防

災
資
機
材
操
作
習
熟
訓
練
、
起
震
車

体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
起
震
車

体
験
で
は
、
幼
稚
園
児
や
大
人
の
方

が
地
震
の
揺
れ
を
体
験
。
２
分
弱
揺

れ
が
続
き
、
最
大
震
度
７
を
記
録
し

た
東
日
本
大
震
災
の
揺
れ
を
起
震
車

で
体
験
し
た
参
加
者
は
「
想
像
以
上

に
強
い
揺
れ
で
恐
怖
を
感
じ
た
。
家

具
を
固
定
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
わ

か
っ
た
」
と
地
震
の
衝
撃
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。

　

同
日
開
催
し
た
下
町
一
区
自
治
会

自
主
防
災
会
の
訓
練
で
は
、
集
会
所

へ
の
避
難
訓
練
、
名
簿
作
成
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
他
の
自
治
会
か
ら
も
多
く
の
人

が
視
察
に
訪
れ
、
戸
澤
会
長
は
「
10

年
以
上
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
が

実
際
に
訓
練
す
る
と
課
題
が
多
い
。

名簿作成訓練の様子。
班長が班員の状況を伝え、名簿作成を行いました。炊き出し訓練の様子防災資機材操作習熟訓練の様子

避難所で使用される仕切りの段ボールを見学する参加者
　震度７を起震車で体験。

成人男性でも座っているのが精一杯です。

消火訓練の様子

や
る
た
び
に

改
善
点
を
見

つ
け
、
少
し

ず
つ
進
め
て

い
る
」
と
自

主
防
災
組
織

の
重
要
性
や

難
し
さ
に
つ

い
て
話
し
ま

し
た
。

★町民の皆さんへ★
災害はいつやってくるかわかりません。
災害時、あわてず避難ができるように、
日頃からの心構えと備えが大切です。
災害への備えを確認しておきましょう。
避難所の確認
避難所の位置や避難経路を避難マップ
で確認して覚えておきましょう。
家族全員で確認
家族の集合場所や連絡方法を家族全員
で話し合い、確認しておきましょう。
非常時持出・備蓄品の確認
非常時に持ち出す最小限の必需品・備
蓄品を、いつでも持ち出せる場所に
保管しておきましょう。
各家庭にお配りしている『野辺地町防
災ガイドマップ』をご活用ください。
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災
害
へ
の
備
え
万
全
で
す
か
？

　
野
辺
地
町
総
合

　
　
防
災
訓
練
を
初
開
催



第７回ふれあい教育フェスティバル
　

町
教
育
委
員
会
は
、
10
月
９
日
、

町
立
体
育
館
で
「
ふ
れ
あ
い
教
育

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
新
体
操

の
華
麗
な
世
界
」
と
「
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
」
。
日
本
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
青
森
山
田
高
校
の
演
技

を
ひ
と
目
見
よ
う
と
、
会
場
に
は

約
７
０
０
人
が
訪
れ
、
高
い
身
体

能
力
と
息
の
合
っ
た
演
技
に
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
益
社
団
法
人
日
本
３

Ｂ
体
操
協
会
青
森
県
支
部
と
野
辺

地
町
あ
す
な
ろ
レ
デ
ィ
ー
ス
も
出

演
し
華
麗
な
ダ
ン
ス
を
披
露
。
会

場
を
訪
れ
た
多
く
の
家
族
連
れ
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ふ
れ
あ
い
の

時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

大迫力の新体操男子団体

明治天皇の見た風景を体感～行在所夜間特別公開
　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
10
月
14

日
、
旧
野
村
家
住
宅
離
れ
（
行
在

所
）
の
夜
間
特
別
公
開
を
開
催
し
、

町
内
外
か
ら
参
加
し
た
１
５
０
人

が
明
治
天
皇
と
同
じ
景
色
を
眺
め

往
時
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
庭
園
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
た

り
、
解
説
を
行
っ
た
野
辺
地
町
歴

史
を
探
る
会
の
鈴
木
会
長
に
質
問

す
る
な
ど
し
て
、
思
い
思
い
の
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
内
に
設
置
さ
れ
た
の
へ
じ
北
前

ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
の
ブ
ー
ス

に
は
、
認
定
商
品
の
日
本
酒
や
豆

腐
な
ど
が
売
ら
れ
、
参
加
者
は
試

飲
や
試
食
を
し
な
が
ら
商
品
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

行
在
所
の
開
放
期
間
は
、
４
月

１
日
～
11
月
30
日
の
９
時
～
16
時

30
分
で
、
入
場
料
は
無
料
で
す
。

こ
れ
か
ら
紅
葉
の
季
節
を
迎
え
る

行
在
所
に
、
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

積極的に質問する参加者

華やかな３Ｂ体操の演技

愛宕公園に600本のツツジを植樹
　

町
制
施
行
１
２
０
周
年
を
記
念

し
て
、
９
月
17
日
、
野
辺
地
倶
楽

部
（
柴
崎
民
生
会
長
）
が
、
愛
宕

公
園
に
ツ
ツ
ジ
の
若
木
６
０
０
本

を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

野
辺
地
倶
楽
部
は
、
町
制
施
行

の
３
年
後
、明
治
33
年（
１
９
０
０

年
）
に
創
立
し
た
町
の
要
人
ら
に

よ
り
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、
こ
れ

ま
で
も
寄
附
な
ど
を
通
じ
て
町
の

発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
野
辺
地
倶
楽
部
の

会
員
の
ほ
か
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
や
上
北
森
林
組
合
、
町
民
、
役

場
職
員
な
ど
約
50
人
が
集
ま
り
丁

寧
な
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

柴
崎
会
長
は
「
多
く
の
方
の
ご
協

力
の
お
蔭
で
植
樹
が
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通

し
て
町
民
の
心
が
一
つ
に
な
れ

ば
」
と
話
し
、
ツ
ツ
ジ
が
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
し
ま
し
た
。

ご協力いただいた皆様、ありがとうございました

子どもたちも前方宙返りに挑戦！
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ずっぱどわっかど産業まつり
　

９
月
23
・
24
日
の
２
日
間
、
中

央
公
民
館
周
辺
で
ず
っ
ぱ
ど
わ
っ

か
ど
産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

「
ず
っ
ぱ
ど
わ
っ
か
ど
」
の
名

の
通
り
、
屋
台
村
に
は
、
町
内
の

飲
食
店
や
県
内
の
特
産
品
が
並
び
、

来
場
者
は
各
店
自
慢
の
逸
品
を
堪

能
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
３

人
が
商
品
を
企
画
、
制
作
し
販
売

す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
は

「
た
こ
焼
き
」
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
野
辺
地
吹

奏
楽
団
を
皮
切
り
に
、
遊
戯
や
ダ

ン
ス
、
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。天候にも恵まれて大勢の来場客で賑わう会場

実りの秋～園児がサツマイモの収穫体験
　

10
月
５
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚

園
の
園
児
60
人
が
、
６
月
に
植
え

た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

収
穫
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
園

児
ら
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
当

て
る
と
、「
見
て
見
て
！
大
き
い

お
い
も
が
と
れ
た
！
」
と
喜
び
、

農
業
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
今

後
給
食
や
芋
煮
会
で
味
わ
う
ほ
か
、

つ
る
は
乾
燥
さ
せ
た
後
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
リ
ー
ス
作
り
を
行
う
予
定
。

新
山
園
長
は
「
Ｊ
Ａ
ゆ
う
き
青
森

青
年
部
の
原
田
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
無
事
収
穫
で
き
ま
し

た
」
と
感
謝
し
、
子
ど
も
た
ち
の

楽
し
そ
う
な
様
子
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

郷土の味を楽しむ会
　

今
年
で
37
回
目
を
迎
え
る
「
郷

土
の
味
を
楽
し
む
会
」
が
10
月
１

日
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
町
内

外
か
ら
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
ホ
タ
テ
の
刺

身
や
豆
腐
の
磯
部
揚
げ
、
け
い
ら

ん
、
煮
合
え
な
ど
11
品
が
並
び
、

駅
前
祭
典
部
に
よ
る
祗
園
囃
子
の

優
美
な
音
色
を
聴
き
な
が
ら
、
当

町
に
残
る
食
文
化
に
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。

　

む
つ
市
か
ら
参
加
し
た
女
性
は

「
テ
レ
ビ
で
見
て
前
か
ら
興
味
が

あ
っ
た
の
で
参
加
で
来
て
良
か
っ

た
。
料
理
は
だ
し
が
し
っ
か
り
し

て
い
て
、
と
て
も
お
い
し
い
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。 おいしい料理に笑顔がこぼれます

野辺地エネルギー・環境教育実践事業
　

９
月
12
日
、「
野
辺
地
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
教
育
実
践
事
業
」
が

開
か
れ
、
町
内
３
小
学
校
の
５
年

生
児
童
が
、
実
験
を
通
じ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

指
導
に
は
、
八
戸
工
業
大
学
の

講
師
・
学
生
を
迎
え
、
超
伝
導
や

風
力
発
電
の
仕
組
み
な
ど
、
４
つ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
超
伝
導
に
つ
い
て
学
ぶ
ブ
ー

ス
で
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
使
っ

て
レ
タ
ス
や
バ
ナ
ナ
を
凍
ら
せ
た

り
、
冷
却
に
よ
り
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
が
走
行
す
る
こ
と
な
ど

を
実
験
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

林
晟
史
く
ん
は
、「
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
が
超
伝
導
で
動
く
の
を

初
め
て
知
っ
た
」
と
話
し
目
の
前

で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
実
験
を
興
味

深
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。ドライアイスの力に驚き！

おいもほり、楽しいな
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第19回野辺地ロータリークラブ読書感想文コンクール
　

第
19
回
野
辺
地
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

授
賞
式
が
10
月
２
日
に
図
書
館
で

行
わ
れ
、
２
０
６
点
の
応
募
作
品

か
ら
選
ば
れ
た
28
人
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◆
ロ
ー
タ
リ
ー
会
長
賞
（
６
点
）

　

中
美
さ
く
、
天
間
綾
花
、
三
國
桜
空
、

　

髙
橋
和
慎
、
大
湊
響
、
田
中
優
里

◆
優
秀
賞
（
７
点
）

　

砂
原
み
ゆ
な
、
松
舘
侑
希
、
中
村
悠
朔
、

　

大
藤
凜
子
、
柴
崎
未
苑
、
木
村
沙
羽
、

　

逸
見
千
佐

◆
優
良
賞
（
15
点
）

　

あ
お
の
り
く
、
す
ず
き
こ
い
ね

　

橋
本
ゆ
う
せ
い
、
齋
藤
光
、
野
村
奈
央
、

　

川
端
義
也
、
林
可
乃
胡
、
青
野
佑
星
、

　

濱
田
大
将
、
赤
泊
大
咲
、
杉
山
愛
莉
、

　

阿
部
凜
、
丹
代
璃
音
、
木
村
萌
々
華
、

　

木
戸
貴
子

入賞おめでとうございます

長年の功績を称え健康づくり事業功労者賞を受賞
　

青
森
県
健
康
づ
く
り
事
業
功
労

者
等
表
彰
で
、
当
町
の
食
生
活
改

善
推
進
委
員
会
会
長
の
笹
森
敦
子

さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

笹
森
さ
ん
は
、
平
成
４
年
に
野

辺
地
町
食
生
活
推
進
委
員
養
成
講

座
受
講
後
、
長
年
会
員
と
し
て
活

動
し
、
町
の
健
康
づ
く
り
組
織
の

基
盤
を
作
り
ま
し
た
。
経
験
を
重

ね
て
か
ら
は
、
会
の
リ
ー
ダ
ー
や

県
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活

躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
幼
少
期
の
適
切
な

食
習
慣
確
立
の
た
め
「
だ
し
活
」

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
笹
森
さ

ん
は
「
食
べ
る
こ
と
は
毎
日
の
こ

と
。
私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち

の
手
で
」
と
話
し
、
今
後
の
活
動

に
も
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 表彰を受けた笹森さん（右）

第48回野辺地町防犯少年柔剣道大会
　

「
育
て
よ
う
、
心
と
身
体
に
お

も
い
や
り
」
を
テ
ー
マ
に
第
48
回

野
辺
地
町
防
犯
少
年
柔
剣
道
大
会

を
10
月
１
日
町
立
体
育
館
で
開
催

し
、
町
内
や
近
隣
町
村
か
ら
参
加

し
た
選
手
た
ち
が
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

◆
大
会
結
果

（
優
勝
、
町
関
係
の
み
、
敬
称
略
）

◇
柔
道
個
人

　

西
山　

心
絆　
　

渡
部　

信
司

　

沼
尾　

駿
翔　
　

渡
辺　

莉
玖

　

沼
尾　

矯
太　
　

沼
端　
　

麗

　

村
山　

陽
祐

◇
剣
道
競
技
団
体

　

野
辺
地
剣
友
会
Ａ

◇
剣
道
競
技
個
人

　

木
明　

夢
貴　
　

三
國　

桜
空

　

木
明　

稔
貴

◇
特
別
賞　

防
犯
協
会
長
賞

　

柔
道
の
部　

村
山　

陽
祐

　

剣
道
の
部　

山
田　

蒼
士

　負けないぞ！

認知症サポーター養成講座を開催しました
　

町
で
は
役
場
職
員
を
対
象
に
９

月
27
日
・
９
月
29
日
・
10
月
３

日
・
10
月
５
日
、
計
４
回
に
わ
た

り
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
病
気
へ
の
理
解
、

認
知
症
の
方
が
役
場
へ
来
庁
し
た

際
の
接
し
方
等
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
講
座
を
受
講
し
た
職
員
か

ら
は
、
「
病
気
や
接
し
方
に
つ
い

て
具
体
的
に
学
べ
た
の
で
、
業
務

に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
町
の
現
状
を
み
る
と
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
８
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
る
割
合
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
高
齢
化
が
進
み

認
知
症
の
方
が
増
加
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

講座の様子
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平
　
成
　

28
　
年
　
度
　
決
　
算

一 般 会 計 決 算
　平成28年度一般会計の決算額は、歳入総額63億6,567万円、歳出総額63億1,215
万円、歳入歳出の差引が5,352万円となりました。このうち翌年度へ繰越して実
施する事業の財源759万円を差し引いた実質収支額は、4,593万円となりました。
　前年度と比較すると、歳入は２億2,893万円の減、歳出は１億4,841万円の減で
した。歳入では、県支出金が１億3,948万円の増、町税が5,892万円の増となりま
したが、町債が２億9,398万円の減、国庫支出金が１億1,883万円の減となりまし
た。歳出額の大きな科目は、民生費、衛生費、総務費、教育費などですが、前年
度から大きく減少したのは教育費で２億6,426万円の減でした。これは小学校耐
震化事業の完了などによるものです。

●一般会計積立金現在高
区　　　分 平成27年度末 平成28年度中増減 平成28年度末

財政調整基金 6億1,322万円 1億1,045万円 7億2,367万円
減債基金 8,081万円 1億2,504万円 2億 585万円
その他特定目的基金 5億1,364万円 3,114万円 5億4,478万円

合　　計 12億 767万円 2億6,663万円 14億7,430万円

●一般会計町債現在高
区　　　分 平成27年度末 平成28年度中増減 平成28年度末

臨時財政対策債 28億2,418万円 1,300万円 28億3,718万円
過疎対策事業債 19億9,045万円 1億9,065万円 21億8,110万円
その他一般会計債 14億2,925万円 ▲1億9,253万円 12億3,672万円

合　　計 62億4,388万円 1,112万円 62億5,500万円

歳入 63億6,567万円

町税内訳

町税 
13億3,127万円

地方交付税
22億3,959万円

譲与税、交付金
2億8,995万円

その他
4億3,563万円

国庫支出金
7億1,448万円

県支出金
9億1,399万円

町債
4億4,076万円

入湯税 377万円

軽自動車税
3,152万円

町民税
6億6,723万円

町たばこ税
1億2,530万円

固定資産税
5億345万円
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区　　　　　　分 収　入 支　出 差　引
国 民 健 康 保 険 事 業 21億6,738万円 21億3,010万円 3,728万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億5,131万円 1億5,001万円 130万円
介 護 保 険 事 業 16億4,411万円 15億8,830万円 5,581万円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 875万円 709万円 166万円
下 水 道 事 業 2,486万円 2,486万円 0万円

水 道 事 業
収 益 的 収 支 2億6,840万円 2億2,904万円 3,936万円
資 本 的 収 支 3,660万円 1億3,538万円 ＊▲9,878万円

＊　�水道事業の資本的収支で収入が支出に対して不足する額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、
過年度分及び当年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

町民１人あたりでは･･･（平成29年3月31日現在の人口13,629人で計算）

平成28年度特別会計決算

科目の説明

議 会 費 議会運営のための経費

総 務 費 庁舎管理や戸籍、選挙などの経費

民 生 費 高齢者や障がい者、子育てなどを
支えるための経費

衛 生 費 ごみ処理や健康づくり、病院など
にかかる経費

農林水産業費 農林水産業の振興のための経費

商 工 費 観光や商工業の振興のための経費

土 木 費 道路や川の整備、除雪のための経
費

消 防 費 消防や救急、防災のための経費

教 育 費 学校教育、スポーツや文化などの
ための経費

公 債 費 借入金を返済するための経費

≪納めた町税≫
町 民 税 48,957円

固 定 資 産 税 36,940円

町 た ば こ 税 9,193円

軽 自 動 車 税 2,313円

入 湯 税 276円

合 計 97,679円

63億1,215万円歳出

総務費
7億8,890万円

民生費
19億6,209万円

衛生費
8億8,854万円

農林水産業費 2億8,112万円

商工費
1億3,496万円

その他 3億5,699万円 議会費 6,790万円

土木費
3億3,843万円

消防費
4億3,958万円

教育費 
5億7,611万円

公債費
4億7,753万円

≪使われたお金≫
民 生 費 143,964円 農林水産業費 20,627円
衛 生 費 65,195円 商 工 費 9,902円
総 務 費 57,884円 議 会 費 4,982円
教 育 費 42,271円 そ

の
他

諸支出金 23,747円
公 債 費 35,037円 災害復旧費 2,063円
消 防 費 32,254円 労 働 費 384円
土 木 費 24,831円 合 計 463,141円
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まちの

お知らせ

まちの

お知らせ

まちの人口

無料相談案内

平成29年９月末現在（前月比）
人　口� 13,617名　（－ 15）
　男� 6,393名　（－  9）
　女� 7,224名　（－  6）
世帯数� 6,574世帯（－  8）

●年金相談
（年金全般に関すること）
12月20日（水）10時～15時
中央公民館
※11月はお休みです
☎017-752-6600（要予約）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
12月５日（火）10時～15時
中央公民館
※11月はお休みです
相談担当：人権擁護委員
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
12月１日（金）　14時～
☎64-2111総務課
老人福祉センター
※要予約：11月27日（金）まで
●児童家庭相談
（養護・児童虐待に関すること）
月～金曜（祝・祭日を除く）
10時～16時
健康増進センター　☎64-1770
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
11月21日（火）９時～12時
役場相談室　
●教育相談
（しつけ・いじめ等に関するこ
と）
月～金曜（祝・祭日を除く）
10時～16時
教育委員会　☎64-2119
●電話介護相談
月～金曜（祝・祭日を除く）
９時～16時
健康増進センター　☎64-1770

役場　☎64－2111

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
４

月
２
日
（
月
）
ま
で
に
、
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

第
十
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準

日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の

妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
支
給
対
象
者
に
は
、
制
度
で

定
め
ら
れ
た
支
給
順
位
が
あ
り
ま
す
。

◆
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名

国
債

◆
請
求
窓
口
・
問
合
先

　

役
場
介
護
・
福
祉
課

�

（
内
線
２
４
７
）

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」�

強
化
週
間

　

青
森
地
方
法
務
局
及
び
青
森
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
左
記
の

強
化
週
間
中
、
平
日
の
電
話
相
談
時

間
を
延
長
し
、
土
・
日
曜
日
も
電
話

相
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
期
間

　

11
月
13
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

�

８
時
30
分
～
19
時

　

11
月
18
日
（
土
）
～
19
日
（
日
）

�

10
時
～
17
時

◆
電
話
番
号

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
︲
０
７
０
︲
８
１
０

（�

通
常
は
、
土
・
日
曜
及
び
祝
日
を

除
く
平
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。）

～
性
暴
力
被
害
の
相
談
窓
口
～

　

レ
イ
プ
や
強
制
わ
い
せ
つ
な
ど
、

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た

方
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

◆
警
察
に
相
談
し
た
い
場
合

　

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話

　

全
国
共
通
番
号

　

「
＃
８
１
０
３

　

（
ハ
ー
ト
さ
ん
）」

◇
青
森
県
警
察
の

　
�

「
性
犯
罪
被
害
１
１
０
番
」
に
つ

な
が
り
ま
す
（
24
時
間
対
応
）。

◆
警
察
に
相
談
し
た
く
な
い
場
合

　

�
あ
お
も
り
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
「
り
ん
ご
の
花
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」

　

☎
０
１
７
︲
７
７
７
︲
８
３
４
９

�
（
や
さ
し
く
）

◇�

専
門
の
研
修
を
受
け
た
相
談
員
が

対
応
し
ま
す
。

◇
相
談
受
付
時
間

　

月
・
水　

10
時
～
21
時

　

火
・
木
・
金　

10
時
～
17
時

�

（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
。）

◆
問
合
先

　

青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
１
７
︲
７
３
４
︲
９
２
２
８

上
十
三
地
区
世
界
糖
尿
病

デ
ー
記
念
特
別
イ
ベ
ン
ト

市
民
公
開
講
座「
糖
尿
病
を

退
治
し
ナ
イ
ト
in
七
戸
」

◆
日
時　
11
月
14
日
（
火
）

　

18
時
30
分
～
19
時
45
分

�

（
18
時
開
場
）

◆
場
所　
七
戸
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
「
柏
葉
館
」

　

〒
０
３
９
︲
２
５
２
５

　

七
戸
町
字
七
戸
22
︲
８

　

☎
０
１
７
６
︲
62
︲
６
６
６
１

◆
司
会　
医
療
法
人　

健
仁
会

　

介
護
老
人
保
健
施
設
ナ
ー
シ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
柏
葉

　

理
事
長　

山
本　

覺　

先
生

◇
講
演
１　

小
川
歯
科

　

院
長　

小
川　

武
史　

先
生

　

「
糖
尿
病
と
歯
周
病
の
関
係
」

◇
講
演
2　

は
る
ひ
と
診
療
所

　

院
長　

片
野　

春
人　

先
生

　
「
負
け
た
ら
あ
か
ん
で
、
糖
尿
に
」

◇
講
演
3　

上
十
三
医
師
会　
　

　

会
長　

石
井　

淳
夫　

先
生

　

「
短
命
県
返
上
に
向
け
て
」

◆
入
場
無
料　
予
約
不
要

◆
対
象　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き

ま
す
（
乳
幼
児
同
伴
可
）

　

た
だ
し
、
糖
尿
病
デ
ー
の
イ
メ
ー

ジ
カ
ラ
ー
が
ブ
ル
ー
な
の
で
何
か

「
青
い
物
」
を
身
に
着
け
る
か
、
持

参
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　
上
十
三
医
師
会
事
務
局

　

☎
０
１
７
６
︲
62
︲
３
２
８
９

野
辺
地
警
察
署
か
ら
の

お
願
い

指
名
手
配
被
疑
者
の
検

挙
に
ご
協
力
を
！

　

平
成
29
年
８
月
末
現
在
、
指
名
手

配
被
疑
者
は
約
６
６
０
人
に
上
っ
て

い
ま
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
掛
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、

ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
の
で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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20年以上の実績・解体工事も！！20年以上の実績・解体工事も！！

9

お知らせ

後期高齢者医療に加入されている方へ
医療費通知をお送りします

　医療費の実情や健康に対する認識を深めていただくため、後期高齢者医療に加入されて

いる方々へ、11月に医療費通知をお送りします。

　国の税制改正により、平成30年１月１日から医療費通知を確定申告に活用できるように

なりましたが、確定申告に対応するためには大規模なシステム改修が必要となり、準備が

整わないことから、今回発送する医療費通知は確定申告の書類としては活用できません。

　お手数ですが、来年の確定申告の際には従来どおり、別途、医療機関が発行する領収書

をご準備くださるようお願いします。

後期高齢者の保険料が特別徴収
（年金から天引き）されている皆様へ

　保険料軽減特例の制度改正の内容については、７月にお送りした保険料額決定通知書に

リーフレットを同封しお知らせしたところですが、特別徴収をされている方は、「仮徴収」

として４・６・８月の年金振込時に前年度２月と同額をお支払いいただき、10・12・２月

は「本徴収」として残りの保険料額を分割してお支払いいただくことになっております。

このため、制度改正の影響は10月のお支払いから反映されることとなり、８月までと10月

からお支払いいただく額が異なることになります。

　このような制度になっているのは、算定した保険料を間違いなく徴収するための事務処

理に必要なお時間をいただくためです。このため、お支払いいただく額が平準化されず、

大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。

◆問合わせ先：青森県後期高齢者医療広域連合　☎017－721－3821
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野
辺
地
町
公
共
下
水
道
再
評
価
等

審
議
委
員
会
は
、
９
月
29
日
、
野
辺

地
町
役
場　

町
長
室
で
、
野
辺
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町
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共
下
水
道
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業
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て
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ま
し
た
。

　

詳
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消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の

事
業
者
の
方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

資
料
は
会
場
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

◆
日
時

　

11
月
15
日
（
水
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所

　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

※
そ
の
他
の
会
場
で
の
開
催
情
報

・
11
月
14
日
（
火
）

　

三
沢
市
国
際
交
流
教
育
セ
ン
タ
ー

・
11
月
16
日
（
木
）

　

東
北
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
11
月
17
日
（
金
）

　

十
和
田
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
先　
十
和
田
税
務
署

　

法
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
０
１
７
６
︲
23
︲
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１
５
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後
に
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を
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年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　

平
成
29
年
分
の
年
末
調
整
関
係
事

務
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
　　
11
月
15
日
（
水
）

　

14
時
00
分
～
15
時
30
分

◆
場
所
　　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

◆
使
用
す
る
主
な
資
料

・
年
末
調
整
の
し
か
た

・
源
泉
徴
収
票
等
の
作
成
の
手
引

・
給
与
支
払
報
告
書
の
書
き
方

・
提
出
時
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　

関
係
書
類
に
つ
い
て
不
足
が
あ
る

場
合
は
会
場
で
配
布
し
ま
す
。

※�

こ
の
説
明
会
と
は
別
に
「
個
人
事

業
主
の
青
色
申
告
決
算
説
明
会

（
年
末
調
整
関
係
事
務
の
説
明
を

含
む
）」
を
、
12
月
５
日
（
火
）

13
時
30
分
か
ら
野
辺
地
町
中
央
公

民
館
に
お
い
て
開
催
す
る
予
定
で

す
。

◆
問
合
先

　

十
和
田
税
務
署　

法
人
課
税
第
一

　

部
門　

源
泉
所
得
税
担
当

　

☎
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１
７
６
︲
23
︲
３
１
５
１

　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
後
に
２
を
選
択

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

　

不
動
産
取
得
税
は
、
家
屋
を
新

築
・
増
改
築
し
た
と
き
、
土
地
や
家

屋
を
売
買
・
交
換
・
贈
与
な
ど
で
取

得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。

　

税
額
は
、
原
則
と
し
て
不
動
産
を

取
得
し
た
時
点
の
固
定
資
産
課
税
台

帳
価
格
に
「
住
宅
及
び
土
地
の
場
合

は
３
％
」、「
住
宅
以
外
の
家
屋
の
場

合
は
４
％
」
の
税
率
を
か
け
た
額
と

な
り
ま
す
。
地
域
県
民
局
県
税
部
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
不
動
産
取
得
税
納

税
通
知
書
」
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で

に
、
銀
行
・
郵
便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
住

宅
や
住
宅
用
土
地
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
し
た
不
動
産
に
代
わ
る

不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
な
ど
、
不

動
産
取
得
税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
県
民
局
県
税
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

　

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

課
税
課

　

☎
０
１
７
６
︲
22
︲
８
１
１
１

（
内
線
２
０
８
）

漁
協
で
も
口
座
振
替
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
！

　

今
ま
で
は
、
青
森
銀
行
ほ
か
４
つ

の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
30
年

度
分
の
町
税
等
か
ら
青
森
県
信
用
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
野
辺
地
町
漁
協

で
も
口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
は
11
月
か
ら
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

◆
口
座
振
替
で
き
る
町
税
等

　

町
県
民
税
（
普
通
徴
収
に
限
る
）

　

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

　

国
民
健
康
保
険
税

（
普
通
徴
収
に
限
る
）

　

学
校
給
食
費
・
保
育
料

　

介
護
保
険
料（

普
通
徴
収
に
限
る
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
に
限
る
）

　

町
営
住
宅
使
用
料

◆
口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

　

青
森
銀
行
・
み
ち
の
く
銀
行

　

�

青
い
森
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
、
ゆ
う
き
青
森
農
業
協
同
組
合

　

�

青
森
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

預
貯
金
通
帳

　

預
貯
金
通
帳
の
届
出
印

◆
提
出
書
類

　

口
座
振
替
依
頼
書
（
用
紙
は
各
金

融
機
関
及
び
役
場
税
務
課
へ
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
外
の
方

で
希
望
す
る
方
に
は
郵
送
し
ま
す
。）

◆
申
込
先

　

役
場
税
務
課
ま
た
は
金
融
機
関
の

窓
口
へ

◆
問
合
先　
税
務
課（

内
線
２
３
２
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
労
働
者
も

青
森
県
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

◆
青
森
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま

す
。

　

時
間
額　

７
３
８
円

　

（
平
成
29
年
10
月
６
日
か
ら
）

・
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
青
森
県
内

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
労
働
者

を
一
人
で
も
使
用
し
て
い
る
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

・
製
造
業
と
小
売
業
の
一
部
に
は
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

・
詳
し
く
は
青
森
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

�http://aom
ori-roudoukyoku.

jsite.m
hlw
.go.jp/

◆
問
合
先

　

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
１
７
︲
７
３
４
︲
４
１
１
４
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11月は納税完納強調月間です

11月13日㈪から役場専用窓口（税務課と町民課の間）を開設します!!
また、馬門地区と有戸地区では下記のとおり出張窓口を開設します。

～税金などの納め忘れはありませんか～
　町民の皆様が納める税金などは、町財政を支える貴重な財源です。
　町では、税などの財源を確保して健全な財政運営を図るため、県と一丸となって税の収入確保に取り組んでい
るところであり、11月を「納税完納強調月間」と定め、納付期限を過ぎている税などの納付についてのお願い（訪
問）をいたします。
　町税（町県民税・固定資産税・軽自動車税）、国民健康保険税、介護保険料、保育料、後期高齢者医療保険料、
学校給食費、水道料などの納め忘れについて、再確認や計画的な納付のお願いをいたします。
　皆様の御家庭においても、納め忘れがないかもう一度御確認いただきますようお願いいたします。

※納付が困難な場合は早めに、次の担当課へご相談ください。
お問い合わせ先

　　　　　　　　　役場　　☎64－2111
　　　　　　　　　町税・国民健康保険税……税務課（内線235・243）
　　　　　　　　　後期高齢者医療保険料……町民課（内線238）
　　　　　　　　　保育料………………………介護・福祉課（内線245）
　　　　　　　　　水道料………………………水道課（内線270）
　　　　　　　　　介護保険料…………………介護・福祉課（健康増進センター　☎65－1777）
　　　　　　　　　学校給食費…………………給食センター（☎64－2886）

～平成29年度　原子力立地給付金減額支援助成金～
【申請期間】

期　　　　日 会　　　　場 時　　　　間
平成29年11月13日（月）～

平成30年３月30日（金）
役場専用窓口
（税務課と町民課の間） ８：30～ 17：15

平成29年11月30日（木） 馬門公民館 10：00～ 15：00
平成29年12月１日（金） 有戸地区学習等供用センター 10：00～ 15：00

※役場閉庁日を除く。

　平成29年度の原子力立地給付金の他に、『10月１日時点で実際に住んでいる建物に住民登録をしていて、平成
29年度の給付金を受給した電気契約個人名義人で、その世帯全員が町民税非課税の方（生活保護受給者を含む）』
であれば、町から3,000円（平成29年度助成金額）の助成金の交付を受けられます。（※東北電力㈱以外で電気の
契約をされている方は、平成30年１月頃から、「電源地域振興センター」より、はがきが郵送されます。【手続方
法】については、後日、お知らせします。）
　手続方法は、昨年と同様に、次の①～④（または①～⑤）を添付または提示して交付申請書を提出していただ
きます。審査のうえ後日、「口座振込」にて助成金の交付を行います。
【交付申請書は、広報のへじ11月号に同封のチラシと、窓口にも用意しておりますので、ご利用ください。】
　　①『原子力立地給付金振込のお知らせ』のはがき
　　　　　　　　　　平成29年度分（10月中旬から、各家庭に郵送されております）
　　②電気料金明細書『電気ご使用量のお知らせ』�最近のもの１枚
　　③給付金が振り込まれた口座の通帳
　　④本人確認ができる書類（運転免許証・保険証等）
　　⑤代理人が申請手続きをする際は、申請者からの委任状
　　　　　　　　（申請用紙に　委任者は２か所記入・押印　代理人は１か所記入・押印必要）
　①～⑤がそろわなければ受理できませんのでご注意ください。詳しくは、地域戦略課までお電話ください。
� 担当：地域戦略課　64－2111（内線265）

11

お知らせ


